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「ハイローバンド型順張り買いシステム」

■上昇へと舵を切った

3 月 3 日(金)、日経平均は保ち合いを上放れ棒立ち陽線示現、28000 円手前まで上昇して
きました。

この上昇で、ハイローバンド型の順張り買いサインが点灯してきました。

このサインは、吉村先生が昔作成された順張り買いシステムです。

「図解ＪＰ法」という今は販売していませんが、この株価分析ソフトを持っている向き
は、組み込まれていますのでご活用下さい。

「図解ＪＰ法」ソフトの解説ページ

http://www.neuralnet.co.jp/user/zukaijpsoft/index.html

会報では 1999 年 7 月号です。

相場があるレンジで動く保ち合いだと、買いサインが頻繁に表示されてしまい、有効に
は働きません。

押し目を作りながら一方通行の上昇が続くといいタイミングとなります。

ジリジリと上昇していくと、どのタイミングで入るか迷う事もあるでしょう。その時、
買いサインが点灯すると仕掛けやすいのではないでしょうか。

今の相場ですが、３月という時期、そして４月からの日銀総裁も交代し、これから上昇
していくのではないかと考えています。上昇といっても 29000 円程度を予想。

いずれ、日本も利上げへとアベノミクス 10 年間の政策を転換してくると思われますが、
すぐには変更してこないと思われます。

黒田日銀総裁は、最初の頃はトリッキーな事をしてきましたが、今回の植田次期日銀総
裁は学者という事もあり、そういう奇抜なことをしないのではないでしょうか。
と個人的に考えています。

ついに保ち合い上放れ。上昇への号砲が鳴ったと思います。

■日経平均の買いサイン

「１５日ハイローバンドが買い場の時、３日ハイローバンドが買い転換したタイミング
を買い場と既定。」

買い場の時とは、買い転換である○が点灯し、以降線が描かれ、売り転換するまでの間
です。

ソフト利用事例集 第５０回を参照されてください。

「ハイローバンドによる順張り買いシステム（９９年７月会報 絞り込み検索）」

http://www.neuralnet.co.jp/howjp/index.html



- 2 -

１５日ハイローバンド

この間が買い場

直近を拡大

この間が買い場
直近は始まったばかり
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３日ハイローバンド

○の印がついている日が買い転換

直近を拡大

○印の日が買い転換

※数多く買い転換の日があるので、割愛しています。
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これらを合わせてサインを表示させると下記のようになります。

買いサイン日
直近を拡大

このサインは、「ＷＯＲＫ分析」で作成出来ます。

ＷＯＲＫシートの下の方にハイローバンドが登録されています。

「短」と「中」の項目を使います。
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右へスクロールしていくと・・・

■買い場における個別銘柄の検索条件

「絞り込み検索」を使います。

手順

「６１．検索対象銘柄選択」→全銘柄
「１５．出来高水準」→当日出来高が５万株以上
「 ６．株価指定」→１０００円以下
「２７．ＲＪ指数」→３０以下でＶ字反転
「７８，７９相場欄」→４０日出来高倍率の大きい順に５銘柄を仕掛ける

合成チャートで手仕舞いポイントを判断する

■手仕舞い条件（下記のいずれか早く表示された条件で手仕舞います。）

・３日ハイローバンドの売り転換
・２６日カイリ度が＋１３％を越えた以後の陰線
・過去１５日間の最安値を切ったら投げ

直近のサイン点灯日である３月３日について検索をしてみます。
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■絞り込み検索の手順

「６１．検索対象銘柄選択」→全銘柄

「１５．出来高水準」→当日出来高が５万株以上
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「 ６．株価指定」→１０００円以下

「２７．ＲＪ指数」→３０以下でＶ字反転
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「７８．相場欄計算」 ４０日出来高倍率を設定する。

「７９．相場欄表示」 出来高倍率（４０日）の大きい順に５銘柄を仕掛ける
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上位５銘柄を残す

合成チャート

チャートが既に安値圏にあり、手仕舞い条件に合致してしまっています。

ここから上昇していけば、いずれかの手仕舞い条件に当てはまりますが、このまま下が
っていった場合が問題です。

よって、仕掛け値の１割下で損切りとします。

■手仕舞い条件（下記のいずれか早く表示された条件で手仕舞います。）

・３日ハイローバンドの売り転換→既に売り場となっている。
・２６日カイリ度が＋１３％を越えた以後の陰線→上昇待ち
・過去１５日間の最安値を切ったら投げ→安値圏なので、すぐに合致してしまう。
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■別な銘柄選別法

途中まで検索条件は同じですが、「出来高倍率」をやめ、昨今の市場テーマである割安
株を選別します。

ＰＢＲ１倍以下から低い順に５銘柄とします。

「８２．ＰＢＲ・ＢＰＳ」 １倍以下

丁度５銘柄が残りました。

※５銘柄より多く残った場合は、
「７６．業績相場欄計算」ならびに「７７．業績相場欄表示」を使いＰＢＲの小さい順
に５銘柄を残してください。
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合成チャート

■手仕舞い条件（下記のいずれか早く表示された条件で手仕舞います。）

・３日ハイローバンドの売り転換→既に売り場となっている。
・２６日カイリ度が＋１３％を越えた以後の陰線→上昇待ち
・過去１５日間の最安値を切ったら投げ→安値圏なので、すぐに合致してしまう。

こちらのチャートも安値圏なので、ここから下がってきた場合の損切りは、 仕掛け値の
１割下で損切りとします。

※合成チャートは、全て同じ株数で仕掛けたとしました。

チャートの形はそう大きな違いはありせんが、合成方法は、
「１株あたりの単価」としています。


